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2021年 12月 10日 

－SDGsへの取組みを推進－ 

「南州エコプロジェクト株式会社」への出資について 

～農林水産省が推進する『みどりの食料システム戦略』に沿った取組みを応援！～ 

西日本シティ銀行（頭取 村上 英之）は、政府が推進する『みどりの食料システム戦略※1』に

沿った農業分野の SDGs に資するプロジェクト※2 に、全国の畜産事業者として初めて取り組む

（2022年 1月取組開始）南州エコプロジェクト株式会社（代表取締役 森田 俊彦、以下「当社」）

に出資しましたので、お知らせします。 

当行は、当社がプロジェクトを開始するにあたり、当社とコンサルティング契約を締結した上

で、プロジェクトの根幹となる事業企画書の策定を支援しました。 

 また、今後は、当行がこれまで蓄積してきた一次産業分野における知見を活かし、事業計画や

事業戦略の策定などについて、出資者として「伴走型」で支援します。 

当行は今後も、持続可能な社会の実現に貢献するため、地域金融機関として SDGs への取組み

を推進し、お客さま起点の“One to One ソリューション”の提供によるサービスの向上に    

取り組んでまいります。 

記 

１．出資の割合 

  発行株式の 2%（除く、無議決権株式） 

２．当社の概要 

会 社 名 南州エコプロジェクト株式会社 

本 社 住 所 鹿児島県肝属郡錦江町神川 3306番地 4 

代 表 者 代表取締役 森田 俊彦 

設 立 2021年 7月 

事 業 内 容 
 飼料原料・飼料・農林産物などの生産・加工・販売 

 耕作放棄地・遊休農地などの活用促進に関する事業 など 
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【参考】 

＜プロジェクトのイメージ＞ 

契約農家

堆肥
（糞尿由来）

2市3町

（鹿屋市、垂水市、南大隈町、錦江町、肝付町）

農地仲介（耕作放棄地）

飼料用作物の生産

飼料国産化による飼料の安定確保・
輸送時のCO₂削減

関係人口の増加による地域活性化

循環型農業

耕作放棄地の解消

販売先

食肉
加工品

南州農場グループ

畜産南州エコプロ
ジェクト㈱

飼料の生産

食肉処理・加工

卸売・小売

関係人口増加による地域活性化

飼料用作物

 

 

※1 『みどりの食料システム戦略』とは、2021 年 5 月に農林水産省が発表した、国内の食料・農林水産業の     

生産力向上と持続性の両立を、新たな切り口で戦略的に取組む政策方針です。 

 この戦略に賛同する国内事業者は、中長期的な観点から、「調達、生産、加工・流通、消費」の各段階の     

取組みと「カーボンニュートラル」等の環境負荷軽減のイノベーションを推進します。 

※2 当社が 2022年 1月から開始する今回のプロジェクトは、鹿児島県の 2市 3町（鹿屋市、垂水市、南大隅町、

錦江町、肝付町）等と共同し、地域の耕作放棄地の活用による畜産に必要な濃厚飼料の国産化や、飼料輸入時

に発生する環境負荷の軽減（CO2・N2削減）などを通じた地域活性化に向けた取組みです。 

 

以 上 

本件に関するお問い合わせ先 

法人ソリューション部 担当 堤・湯之原 TEL 092-476-2806 


